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2024練馬全労協・練馬地域ユニオン合同団結

新春旗開き開催 

 1月16日（火）18時から練馬区役所西館

地下食堂において練馬全労協・練馬地域ユ

ニオン合同新春団結旗開きが開催されまし

た。 

開会は練馬全労協加藤洋雄副議長の開会

の挨拶で始められました。 

主催者挨拶として練馬全労協奥山信義議

長より挨拶があり24春闘については大幅賃

金要求でストライキを構えての闘いが必要

なのではと話され、正規も非正規も団結し

て闘おうと決意を述べられました。 

 来賓として東京全労協の本木事務局長、

北部労協の小泉議長から連帯のご挨拶をい

ただきました。引き続き奥山議長の音頭で

乾杯となり、各テーブルでの久しぶりのリ

アル対面の交流が始められました。 

交流も盛況のなか、練馬地域で労働運動、

平和運動、脱原発運動で連帯交流のある練

馬区労協、東京土建練馬支部をはじめとし

て、部落解放同盟練馬支部、教育問題交流

会などの市民団体からの連帯のご挨拶とＪ

ＡＬ被解雇者労働組合（ＪＨＵ）から支援

のお礼と２月15日行動、２月27日の行動

についての訴えがありました。 

練馬労連からは連帯のお祝いのメッセー

ジあり司会者から披露されました。 

 

2024年の新春旗開きは練馬全労協傘下の労

働組合から多数の若い組合員の参加と職場

の闘いの報告もされて24春闘に向けての決

意と団結が表された旗開きとなりました。 

最後に練馬全労協加藤剛副議長の力強い

団結ガンバローで旗開きは盛会に終了いた

しました。 
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２４春闘 自ら声を上げて、 

大幅賃上げ、均等待遇を勝ち取ろう 
24 春闘のテーマは、大幅賃上げ、均等

待遇を勝ち取り、勤労国民が安心して働け

る職場・暮らせる社会の実現でしょう。 

ウクライナ戦争以降、世界的な食料、燃

料などの物価高騰に見舞われ、私たちの暮

らしを直撃しています。私たちの生活は 30

年間賃金が上がらず格差と貧困が進行して

います。岸田首相は異次元の少子化対策を

すると言いながら、その予算は「防衛費」

の半分以下となっています。大企業と金持

ちを優遇し、政権維持だけを考え労働者へ

の還元は考えていません。輸出関連を中心

に大企業の多くは 2024 年３月期決算で過去

最高益を計上する見通しです。内部留保金

はこの 10 年だけでも 180 兆円増え、過去最

高を更新し続けています 

24 春闘を前にして経団連は経営労働政策

特別委員会（経労委）報告を公表し、前年

を上回る賃上げを参加企業に促しました。

こうした状況から賃上げ先行回答が新聞紙

面にならんでいます。労働組合側が具体的

要求を掲げていないにもかかわらずです。

しかも、連合の春闘目標「５％以上」を上

回って、大企業が相次いで７％を提示、初

任給３万円アップを提示した企業もありま

す。人手不足の一面もありますが、岸田政

権が打ち出した「賃上げ促進税制の拡充」

策と完全に一致します。大企業が７％賃上

げを実施した場合に法人税控除を最大化し

ます。だから７％に揃うのはある意味当然

でしょう。しかし、そこには私たちの生活

実感、生活実態からの要求が入り込む余地

はありません。さらには、賃上げ税制効果

の及ばない中小企業や非正規労働者への波

及も期待できません。「大幅」回答に安住

するのか、原則的に生活実態からの要求を

掲げて闘いを挑むのか、労働組合の対応が

問われます。 

世界の労働者は、イギリスでは急激なイ

ンフレに対する賃上げ、フランスでは年金

制度改悪反対のストライキで対抗していま

す。全米自動車労組（ＵＡＷ）は、４年半

で 40％の賃上げ要求を掲げストライキに突

入、６週間にわたり闘いを継続し 25％の賃

上げを勝ち取りました。 

国内では、昨年８月 31 日そごう・西武労

組が百貨店の「そごう・西武」売却を巡り

阪神百貨店以来 61 年ぶりとなるストライキ

を決行しました。「１日ストで何が変わる

の」などの批判もありましたが、賛同と共

感が広がりました。非正規春闘の果敢な挑

戦も始まっています。東部労組や１人の組

合員（ABC マート）のストで賃上げを勝ち取

った闘いがあります。23春闘では1500 以上

の組合がスト権を確立し交渉に臨みました。

スト件数は前年の３倍近い約 340 件に達し

ています。 

私たちは微力であっても無力ではありま

せん、黙っていても誰も変えてくれません、

自ら声を上げて 24 春闘勝利に向けて頑張ろ

う！（奥山） 

 

  

2024年２月26日春闘講座  
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  練馬地域ユニオン労働相談から 

☆労働相談：パワーハラスメントをやめさせた

い。 

職場で退職勧奨を受けたが、職場を辞める意

思がないことを伝え、職場での話し合いでは退

職はしないと主張し、労働基準監督署にも相談

した。 

会社側は退職勧奨を撤回したが、その後パワ

ーハラスメントと嫌がらせが始まった。職場で

何回も話し合いをしたが、上司、同僚から解雇

だと何回も言われた。能力がない、仕事ができ

ないことの反省文を書きなさいとも言われた。 

仕事場の写真を撮り汚れている、仕事の仕方

が悪いと責任を問われた。出退勤管理装置のメ

モリーカード紛失で身に覚えのない責任を問わ

れた。 

身体が悪いから仕事ができないので診断書を

出しなさいとも言われた。等々、自主退職に追

い込むためのパワーハラスメントや嫌がらせを

受けた。 

 

      

ユニオンとして：契約書の確認、就業規則の有

無、職場環境、パワーハラスメントと嫌がらせ

の状況を聴き早急の対応が必要と判断し、ユニ

オンに加入してもらい解決に向けた団体交渉の

準備を始めました。上司によるパワーハラスメ

ントは許せません、従業員による「パワーハラ

スメント」「嫌がらせ」の放置は会社の安全配慮

義務違反になります。 

 

※参考として（東京都産業労働局ポケット労働

法より） 

◆職場におけるパワーハラスメントとは 

職場におけるパワーハラスメントとは、①優

越的な関係を背景にとした言動であって②業務

上必要かつ相当な範囲を超えたものにより、③

雇用する労働者の就業環境が害されるものをい

います。（労働施策総合推進法第30条の2） 

【パワーハラスメントの6つの類型】（簡潔に表

記） 

① 身体的な攻撃（暴行・傷害）②精神的攻撃

（脅迫・侮辱）③人間関係からの切り離し

（無視・隔離）④過大な要求（不要なこと

や遂行不可能なことの強制、仕事の妨害）

⑤過小な要求（程度の低い仕事を命じるこ

とや仕事を与えない）⑥個の侵害（私的な

ことに過度に立ち入る） 
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解雇撤回を勝ち取ろう！ 
 

 

ＪＨＵからの引用 


